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議案審査予算審査特別委員会 ３月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
委員長　藤森 綾子 ※委員は議長を除く 14名の議員で構成

　
　令

和
６
年
度
諏
訪
市
一
般
会
計
の
当
初

予
算
額
は
216
億
６
千
万
円
で
、
前
年
度
比

で
は
７
億
６
千
万
円
、3.6
％
の
増
で
あ
り
、

過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ
た
。

特
別
会
計
は
56
億
6,693
万
４
千
円
、
公
営

企
業
会
計
は
57
億
7,530
万
６
千
円
、
両
会
計

の
当
初
予
算
総
額
は
あ
わ
せ
て
114
億
4,224
万

円
と
前
年
度
比
で
３
億
1,702
万
５
千
円
の
増

と
な
っ
た
。

主
要
事
業
で
は
、新
規
が
15
事
業
、拡
充

が
25
事
業
、
継
続
81
事
業
の
合
計
121
事
業

が
予
算
化
さ
れ
た
。

◉
産
後
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
い
て
、

利
用
者
の
意
見
を
も
と
に
拡
充
要
望
を

行
っ
た
結
果
、
利
用
金
額
の
拡
充
と
１

回
の
利
用
金
額
の
制
限
が
な
く
な
り
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
っ
た
こ

と
を
評
価
す
る
。今
後
は
、課
題
と
さ
れ

る
県
内
ど
こ
で
も
利
用
可
能
な
制
度
と

な
る
よ
う
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

◉
登
降
園
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ「
コ
ド
モ
ン
」

運
用
に
関
し
て
、
今
後
も
登
園
連
絡
や

お
知
ら
せ
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
シ
ス

テ
ム
と
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
機
能
を
十
分

に
活
用
し
、
保
護
者
ニ
ー
ズ
の
有
効
利

用
に
生
か
す
と
と
も
に
、
保
育
士
の
負

担
軽
減
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
し
た

い
。

予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
主
な
意
見

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

庁舎管理や戸籍・住民票の発行
などにかかるお金
高齢者・障がい者福祉や保育園、
児童手当などにかかるお金
予防接種や検診、ごみ処理などに
かかるお金

商工業や観光振興にかかるお金

道路や河川などの整備・維持に
かかるお金

消防・防災にかかるお金

小中学校やスポーツ施設の運営、
維持などにかかるお金

市債として借りたお金の返済など

議会費、労働費、農林水産業費など

市 税

地方交付税

国・県支出金

市 債

繰 入 金

そ の 他

市民税・固定資産税などの市民
の皆さんから納められる税金

国民健康保険・霧ヶ峰リフト事業・
公設地方卸売市場事業・駐車場事
業・後期高齢者医療の会計

行政の格差をなくすため、国から
交付されるお金
国・県から支出される特定の事
業に使うお金

国などから借りるお金

基金から持ってくるお金

地方譲与税、地方特例交付金など

令和６年度当初予算

○一般会計 216億6,000万　 円
○特別会計 56億6,693万4千円
○公営企業会計 57億7,530万6千円

雲間を突き抜け、
力強く未来を描く

のぼり りゅう

登龍予算

歳出
一般会計

歳入
一般会計

民生費
78億4,064万円
36.2％

市税
76億7,900万円
35.5％

地方交付税
37億3,000万円
17.2％

国・県支出金
33億3,530万円
15.4％

市債
11億7,749万円

5.4％

その他
47億8,709万円
22.1％

繰入金
9億5,112万円

4.4%

衛生費
16億4,232万円

7.6％

商工費
16億4,411万円

7.6％

土木費
19億9,692万円

9.2％

消防費
7億5,852万円
3.5％

教育費
19億3,943万円

8.9％

公債費
22億7,764万円
10.5％

総務費
28億2,301万円
13.0％

その他
7億3,741万円
3.5％

※図表中の金額は、１万円未満
を四捨五入しているため、合
計額や差引き額が一致しな
い場合があります。

総額331億224万円の使い道は！

特別会計

公営企業 水道事業・温泉事業・下水道事業
の会計
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議案審査 予算審査特別委員会
◉
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

費
の
委
託
料
に
つ
い
て
令
和
６
年
度
も

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
等
委
託
料
を
除
き
、

金
額
に
し
て
1,970
万
円
の
10
種
類
と
様
々

な
メ
ニ
ュ
ー
を
計
上
し
て
い
る
が
、
そ

の
参
加
人
数
等
を
検
証
し
て
公
表
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

◉
昨
今
の
病
院
経
営
に
お
い
て
赤
字
が
見

込
ま
れ
る
中
、
諏
訪
赤
十
字
病
院
へ
の

運
営
費
補
助
金
の
交
付
は
適
切
な
施
策

だ
と
考
え
る
。諏
訪
赤
十
字
病
院
は
高

度
医
療
を
行
い
、
諏
訪
地
域
の
中
心
的

医
療
機
関
で
、
当
市
に
お
い
て
も
唯
一

無
二
の
総
合
病
院
で
あ
る
。今
後
も
、従

前
以
上
に
当
市
と
諏
訪
赤
十
字
病
院
が

密
接
な
協
力
体
制
を
と
っ
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
。

◉
子
ど
も
の
命
を
預
か
る
学
校
支
援
員
の

心
身
の
負
担
は
非
常
に
重
い
と
考
え

る
。放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
職
員
の
月
給

化
や
今
回
保
育
士
の
月
額
報
酬
を
引
き

上
げ
た
よ
う
に
、
学
校
支
援
員
に
関
し

て
も
処
遇
改
善
は
必
須
と
考
え
る
た
め

お
願
い
し
た
い
。

◉
市
公
民
館
は
取
り
壊
し
と
い
う
方
向
性

の
中
、公
民
館
集
約
化
事
業
と
し
て
、４

条
例
館
に
お
け
る
土
曜
日
の
開
館
時
間

延
長
や
四
賀
公
民
館
の
駐
車
場
整
備
が

挙
げ
ら
れ
た
。今
後
も
計
画
的
に
４
条

例
館
を
整
備
し
、
講
座
の
開
催
等
を
含

め
た
本
館
機
能
の
移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
本
館
機

能
を
す
わ
っ
チ
ャ
オ
へ
移
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
４
条
例
館
も
含
め

市
民
に
は
し
っ
か
り
と
説
明
を
お
願
い

し
た
い
。

◉
戦
後
植
林
し
た
カ
ラ
マ
ツ
が
伐
採
時
期

を
迎
え
て
い
る
。各
地
区
が
所
有
し
て

い
る
団
体
林
の
ほ
と
ん
ど
が
あ
て
は
ま

る
現
状
で
あ
り
、
各
地
区
の
組
合
は
県

の
補
助
金
を
利
用
し
て
間
伐
、
皆
伐
事

業
を
進
め
て
い
る
が
、
木
材
を
販
売
し

て
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。よ
っ
て
、市
の

か
さ
上
げ
補
助
は
組
合
に
と
っ
て
あ
り

が
た
い
も
の
で
あ
り
、
整
備
事
業
の
促

進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。そ
も
そ
も
、山

林
の
整
備
は
水
源
の
涵
養※

、土
砂
崩
落

防
止
、
ま
た
皆
伐
後
の
植
栽
に
よ
り
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
に
も
寄
与
す
る
。

※

４
P
用
語
解
説
へ

◉
都
市
計
画
に
関
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
ー
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
都
市
計

画
に
基
づ
く
集
約
化
、防
災
、減
災
対
策

や
耐
震
化
を
考
慮
し
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
と
併
せ
て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
施
策
を
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

活
用
で
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

◉
移
動
手
段
は
、
安
価
で
至
近
か
ら
利
用

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。AI
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
の
バ
ス
停
方
式
の
見
直
し

や
、福
祉
タ
ク
シ
ー
の
導
入
、タ
ク
シ
ー

料
金
補
助
の
拡
充
を
願
う
。ま
た
、地
域

公
共
交
通
は
隣
接
市
町
と
の
相
互
乗
り

入
れ
が
望
ま
し
い
。

◉
研
究
開
発
具
現
化
力
強
化
事
業
の
新
技

術
・
新
製
品
開
発
費
補
助
金
800
万
円
は
、

中
小
企
業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
あ
り

が
た
い
補
助
金
で
、
各
企
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
り
、
冬
眠
し
て

い
る
技
術
の
掘
り
起
こ
し
、同
種
企
業
、

異
業
種
企
業
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
も
な

り
え
る
素
晴
ら
し
い
補
助
金
で
あ
り
評

価
す
る
。

◉
諏
訪
市
職
員
の
半
数
以
上
が
会
計
年
度

任
用
職
員
と
な
っ
て
い
る
が
、
専
門
的

な
分
野
を
は
じ
め
、
会
計
年
度
任
用
職

員
で
は
な
く
正
規
職
員
に
す
る
こ
と
に

加
え
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で
あ
っ
て

も
処
遇
改
善
を
行
い
、
同
一
労
働
・
同

一
賃
金
に
近
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。

◉
DX
・
ICT
活
用
の
様
々
な
取
組
が
進
ん
で

き
て
い
る
と
感
じ
る
。デ
ジ
タ
ル
化
は

利
便
性
を
も
た
ら
す
半
面
、
高
齢
者
等

の
不
慣
れ
な
方
々
に
と
っ
て
は
不
便
を

も
た
ら
す
側
面
も
あ
る
た
め
、
今
後
も

市
民
に
寄
り
添
う
充
実
し
た
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

◉
議
案
第
１
号　

令
和
６
年
度
諏
訪
市

一
般
会
計
予
算

　
　
　

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
補

助
事
業
が
条
件
付
で
あ
る
こ
と
、
地
震
や

水
害
に
も
強
い
道
路
に
つ
い
て
熱
意
が
伝

わ
っ
て
こ
な
い
こ
と
、
誰
も
が
救
わ
れ
る

防
災
の
備
え
の
さ
ら
な
る
拡
充
、
保
育
園

や
小
中
学
校
の
統
廃
合
や
給
食
費
無
償
化

に
対
す
る
姿
勢
、
会
計
年
度
任
用
職
員
が

多
い
こ
と
、
批
判
的
に
み
れ
ば
住
民
福
祉

の
観
点
で
は
ま
だ
ま
だ
弱
い
予
算
で
あ
る

と
し
て
反
対
。

　
　
　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
、一
般
会
計
総
額
216
億
６
千
万
円
、前
年

度
比
７
億
６
千
万
の
増
、
過
去
最
大
の
予

算
規
模
で
あ
り
、「
雲
間
を
突
き
抜
け
、
力

強
く
未
来
を
描
く
登
龍
予
算
」
と
し
て
積

極
的
に
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。計
画

的
に
実
施
し
、
確
実
な
結
果
を
残
し
て
ほ

し
い
と
願
い
、賛
成
。

　

議
案
第
１
号
に
つ
い
て
は
討
論
が
あ

り
、採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で
可
決
。議
案

第
２
号
か
ら
第
９
号
は
全
会
一
致
可
決
。

採
決
の
結
果

討
論

反
対

賛
成

藤森綾子委員長・大津学副委員長

か
ん
よ
う
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議会
TOPICS

愛知県安城市、静岡県藤枝市・焼津市

令和５年度　諏訪市議会 議会運営委員会　行政視察

■愛知県安城市（議会ＩＣＴ化の取組等について）
　ＩＣＴ化を推進するにあたり、機器やソフトウエアの選定を行う際
に、業者からのヒアリングや最近のトレンド調査を行い、使用に関し
ては、利用規約や個人の負担額を設定するなどのルールを作成してい
た。また、議員への操作方法や理解力を高める教育も行っていた。今後
の課題としては、利便性とペーパーレス化とのバランスや定期的なフ
ォローアップ講習の実施が必要であるとのことであった。

■静岡県焼津市（議会ＩＣＴ化と議会改革への取組等について）
　議会ＩＣＴ化の取組については、安城市と同様な取組がされていた
が、利用ソフトについては、安城市と異なるものであった。議会改革の
取組については、市民への情報公開や、議会力アップにつながる取組
を試みていた。

■静岡県藤枝市（議会改革への取組について）
　予算・決算の審査方法について、特別委員会から常任委員会に変更
していた。常任委員会所管分を 1 日ずつそれぞれ審査し、総括として
締めくくり質疑、討論、採決を行う形式にした。決算審査を年間の総括
として重視し同時に来年度予算に反映させていた。

　今回の視察は、議会ＩＣＴ化への取組について大変参考になり、さらなる研究をしながら、今後に
生かしていきたい。議会改革の取組については、行政視察の報告書の公開、議案に対する議員の賛否
の公開（当市は議会だよりにのみ掲載）、政務活動費の領収書等の公開、議員間討議の実施について
は、当市も早急な対応が必要であると感じた。また、決算審査の取組については、部局の協力が欠かせ
ないため、さらに検討・研究をしていきたい。

用

語

解

説

水源の涵養（かんよう） 自然に水がしみこむこと。森林に降った雨や雪など
の降水がすぐに森林から流れ出ることなく、浸透していくこと。（３Ｐ ２段目）

圃場（ほじょう） 農作物を栽培するための場所のこと。水田や畑などを包括
する言葉。「圃場整備」は、国や自治体が公共事業として行う、農道・耕地用排水路
の整備事業のことである。（５Ｐ ２段目）

（令和６年１月 15日（月）～１月 16日（火）２日間）
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◎
議
案
第
20
号　

諏
訪
市
道
路
占
用
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

道
路
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
道
路

管
理
者
の
許
可
を
受
け
て
設
置
す
る
こ
と

が
可
能
な
占
用
物
件
と
し
て
、
水
素
等
の

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
動
力
源

を
供
給
す
る
施
設
を
追
加
す
る
た
め
、
本

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
る
も
の
。

　
　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
所
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

　
　

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
道

の
駅
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
26
号　

令
和
５
年
度
諏
訪
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

　

主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
具
体
的
な

使
い
道
は
。㋑

　
　

地
域
再
生
計
画
に
掲
げ
た
地
方
創
生

の
基
本
目
標
の
取
組
に
充
当
す
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
返
礼
品
の
増
え
た

品
目
は
。㋺

　
　

諏
訪
市
の
特
徴
で
も
あ
る
体
験
型
の

も
の
が
好
調
で
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
も
増
え

た
。ま
た
、諏
訪
湖
祭
湖
上
花
火
大
会
で
ふ

る
さ
と
寄
附
席
を
設
け
た
が
満
席
と
な
っ

た
。

　
　

ど
の
よ
う
な
サ
イ
ト
を
使
っ
て
い
る

の
か
。

　
　

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
、楽
天
、ふ
る
な

び
を
導
入
し
て
お
り
、
今
年
度
は
新
た
に

さ
と
ふ
る
を
導
入
し
４
大
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
全
て
と
な
っ
た
。一
番
利
用
件
数
が
多

か
っ
た
さ
と
ふ
る
は
32.3
％
を
占
め
た
。

　
　

各
社
の
手
数
料
は
。

　
　

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
と
ふ
る
な
び
は

10
％
、楽
天
は
５
％
、さ
と
ふ
る
は
12
％
。

　
　

サ
イ
ト
か
ら
の
申
込
み
を
伸
ば
す
に

は
。

　
　

専
門
業
者
に
依
頼
し
て
見
せ
方
や
説

明
文
を
工
夫
し
て
い
る
。

　
　

今
回
の
諏
訪
平
土
地
改
良
区
農
地
基

盤
整
備
事
業
の
変
更
は
水
路
の
関
係
で
、

圃
場※

整
備
の
や
り
方
が
変
わ
る
の
か
。㋩

※

４
P
用
語
解
説
へ

　
　

今
回
の
計
画
変
更
は
圃
場
の
整
備
自

体
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
宮
川
か
ら

取
水
を
し
て
圃
場
ま
で
の
用
水
路
に
つ
い

て
補
修
・
改
修
し
て
い
く
。

　
　

現
用
の
水
路
を
補
修
し
な
が
ら
使
用

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
流
量
等
の
問
題
は

な
い
の
か
。

　
　

冠
水
や
水
不
足
と
な
っ
て
は
い
け
な

い
た
め
、現
在
、地
元
と
県
で
検
討
中
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
陳
情
第
８
号　

国
に
対
し
、「
刑
事
訴

訟
法
の
再
審
規
定
（
再
審
法
）
の
改
正

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

　

再
審
請
求
手
続
に
お
け
る
全
面
的
な
証

拠
開
示
の
制
度
化
と
再
審
開
始
決
定
に
対

す
る
検
察
の
不
服
申
立
て
の
禁
止
を
求
め

る
も
の
。

　
　

陳
情
の
主
旨
に
お
い
て
、
検
察
の
不

服
申
し
立
て
の
禁
止
と
あ
る
が
、
こ
の
文

言
を「
制
限
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
」に
変

え
る
こ
と
は
ど
う
か
。

　
　

検
察
の
不
服
申
し
立
て
に
よ
り
審
理

が
長
引
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
再
審
請

求
が
取
り
消
さ
れ
る
事
例
が
多
い
。こ
こ

は
制
限
を
加
え
た
と
い
う
言
葉
で
は
な

く
、禁
止
と
し
て
ほ
し
い
。

　

全
会
一
致
採
択
。

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

陳
情
の
主
旨

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

議案審査 総務産業委員会 ３月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
委員長　藤森 靖明

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。　▲は減額補正です。

補正予算（議案第 26号・第 28号　総務産業委員会付託分）

増減金額項 目議案 主な内容

1億9,784万6千円

▲1,866万9千円

1億100万円

1億6,000万円

3,000万円第28号

第26号
農林水産業費

4,493万1千円
6,600万円
100万1千円
8,165万7千円

▲1,866万9千円
2,000万円

6,800万円

1,300万円
1億6,000万円
3,000万円

一般職期末手当等
減債基金積立金
企業版ふるさと納税基金積立金㋑
ふるさと寄付金事業費㋺
諏訪平土地改良区農地基盤整備事業費㋩

土地開発公社保有地の買い戻しに係る用地購入費

令和６年度事業の前倒しに伴う道路新設改良工事費の増額及び事業が
年度内に終了しないことに伴う繰越明許費
令和６年度事業の前倒しに伴う橋梁長寿化事業費の修繕工事費等の増
額及び事業の一部が年度内に終了しないことに伴う繰越明許費
令和６年度事業の前倒しに伴う公園管理費の工事請負費の増額及び事
業が年度内に終了しないことに伴う繰越明許費

人材確保推進事業費（市内事業所等への若年者の就労促進を目的とした
寄附を受けたことから積立金を計上）

可決

採択

採
決
の
結
果

問答問答

問問問問問問 答答答答答

問 答答

諸支出金

労働費

土木費

総務費

可決

ほ
じ
ょ
う



6

◎
議
案
第
10
号　

諏
訪
市
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
本
年

３
月
１
日
か
ら
本
籍
地
以
外
で
の
市
区
町

村
窓
口
に
お
い
て
戸
籍
証
明
書
の
発
行
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
等
に
伴
い
、
手
数
料
の

額
な
ど
が
改
正
さ
れ
る
も
の
。

　
　

諏
訪
市
以
外
で
も
交
付
が
可
能
と
な

り
、郵
送
請
求
が
減
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

現
在
１
日
４
件
程
度
、
月
80
件
程
度

の
郵
送
請
求
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
が
減

っ
て
い
く
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
11
号　

令
和
５
年
度
諏
訪
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　

主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　

私
立
保
育
所
等
価
格
高
騰
対
策
支
援

補
助
金
の
加
算
に
係
る
人
数
の
積
算
方
法

は
。㋑

　
　

定
員
数
に
基
づ
く
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
18
号　

諏
訪
市
奨
学
金
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

就
学
が
困
難
な
学
生
を
支
援
す
る
た

め
、
高
校
生
へ
の
支
給
額
の
増
額
が
行
わ

れ
る
も
の
。

　
　

大
学
生
の
奨
学
金
見
直
し
の
検
討
は

行
っ
た
の
か
。

　
　

現
時
点
で
は
高
校
生
の
支
給
額
の
見

直
し
が
最
優
先
と
判
断
し
た
。

　

全
会
一
致
可
決
。

　
◎
議
案
第
19
号　

諏
訪
市
蓼
科
保
養
学
園

条
例
を
廃
止
す
る
等
に
つ
い
て 

　

蓼
科
保
養
学
園
を
令
和
５
年
３
月
末
に

閉
園
し
、
100
周
年
記
念
事
業
も
終
了
す
る

た
め
、本
条
例
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、

関
係
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
る
も

の
。

　
　

蓼
科
保
養
学
園
の
建
物
と
土
地
は
今

後
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

地
籍
が
茅
野
市
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

行
政
財
産
と
し
て
引
き
続
き
利
用
す
る
こ

と
は
難
し
い
。解
体
等
も
視
野
に
入
れ
る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
26
号　

令
和
５
年
度
諏
訪
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
） 

　

主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
の
現
在
の
積

立
額
は
。㋺

　
　

２
月
19
日
現
在
の
積
立
額
は
約
１
億

5,000
万
円
で
あ
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
、最
近
の
傾
向
は
。㋩

　
　

９
月
20
日
以
降
の
接
種
に
つ
い
て
は

過
去
年
末
年
始
に
感
染
拡
大
し
た
た
め
、

12
月
末
ま
で
の
接
種
を
勧
奨
し
て
き
た
。

そ
れ
以
降
接
種
件
数
自
体
は
減
少
し
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
週
に
50
件
以
上
は
接
種

が
続
い
て
い
る
。

　
　

文
化
財
保
護
事
業
費
に
つ
い
て
、
内

容
の
変
更
で
は
な
く
金
額
の
変
更
か
。㋥

　
　

工
事
内
容
の
変
更
に
伴
う
金
額
の
変

更
で
あ
る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

議案審査 社会文教委員会 ３月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
委員長　近藤 一美

採
決
の
結
果

主
な
質
疑

主
な
質
疑

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

問答問答

答 問問

可決

可決

可決

可決

可決

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

増減金額項 目議案 主な内容

1,930万3千円

425万7千円

3,002万5千円

41万3千円

繰越明許

120万円

第26号

第11号

総務費

障がい者自立支援センター指定管理料及び補償金

私立保育所等に対する価格高騰分の一部を支援するための補助金 ㋑

戸籍等への氏名の振り仮名記載に必要なシステム改修費

医療機関等への事務手数料及びシステム改修委託料

各種感染症の受診者の増加に伴う、乳幼児等に対する医療給付費

令和 4年度子育て世帯生活支援特別給付金費の精算に伴う返還金 

寄付金の活用による社会福祉基金への積立金 ㋺

新型コロナウイルスワクチン接種事業費 ㋩

諏訪大社上社本宮の保存修理事業に伴う、文化財保護事業補助金の追加分 ㋥

1,653万5千円

135万9千円

425万7千円

301万9千円

1,862万6千円

838万円

41万3千円

707万1千円

120万円

衛生費

教育費

民生費

民生費

補正予算（議案第 11号・第 26号　社会文教委員会付託分　※2/20 即決分含む）

答 答答答 問問問
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代表質問 各グループ（会派）が、政策上の問題などについて質問するものです。掲載内容は、主な質問と答
弁であり、代表者の文責によるものです。※各議員のQRコードから代表質問の動画にリンクできます。

牛山 実弦

新
政
す
わ

　　
　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
保
存･

活
用
、上
諏

訪
駅
西
口
広
場
の
整
備
、
諏
訪
湖
イ
ベ
ン

ト
ひ
ろ
ば
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

　
　

上
諏
訪
駅
周
辺
の
一
体
的
整
備
に
つ

い
て
は
、
今
任
期
に
お
け
る
喫
緊
か
つ
最

重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、ま
た
、ま
ち
の

機
能
や
魅
力
を
高
め
て
い
く
上
で
、
都
市

計
画
の
中
核
の
事
業
と
な
る
文
化
セ
ン
タ

ー
の
保
存･

活
用
、上
諏
訪
駅
西
口
広
場
の

整
備
、
諏
訪
湖
イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ
ば
の
整
備

を
計
画
的
に
着
実
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
当
市
が
目
指
す
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　

市
長
の
思
い
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
実
施
を
お
願

い
す
る
。

　
　

長
野
県
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
に
つ
い
て
、
有
機
農
業
に
関
す
る
技
術

の
確
立
に
対
す
る
考
え
は
。

　
　

有
機
農
業
推
進
に
向
け
て
理
解
を
深

め
る
た
め
、有
機
農
業
者
や
消
費
者
、流
通

業
者
等
の
交
流
す
る
場
と
し
て
「
長
野
県

有
機
農
業
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
設
立

さ
れ
た
。そ
こ
で
、市
も
こ
れ
に
加
入
し
有

機
農
業
推
進
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
行

う
と
と
も
に
、
有
機
農
業
に
つ
い
て
関
心

が
あ
る
農
業
者
に
対
し
て
も
加
入
を
促
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消 

・
有

機
農
産
物
の
活
用
に
つ
い
て
、
生
産
者
と

学
校
や
市
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。連
携
の
仕
組
み
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

学
校
給
食
に
よ
る
地
産
地
消
を
推
進

す
る
た
め
、
年
度
当
初
に
学
校
栄
養
士
と

生
産
者
に
よ
る
情
報
交
換
会
を
開
催
し
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
多
く
の
地
元
の
野
菜

等
を
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
意
見
交
換
を

行
い
、
市
内
農
産
物
の
活
用
に
つ
な
げ
て

い
る
。一
方
で
、化
学
的
に
合
成
さ
れ
た
肥

料
及
び
農
薬
を
使
わ
ず
に
栽
培
さ
れ
た

「
有
機
農
産
物
」に
つ
い
て
は
、
収
穫
量
や

品
質
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
や
計
画
的
な
生

産
が
難
し
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
こ

と
、
こ
れ
に
加
え
て
食
材
単
価
の
高
騰
も

見
込
ま
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
学
校
給
食

に
使
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
　

今
後
地
産
地
消
の
野
菜
や
有
機
農

業
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
の
方
々
と
の
連

携
を
図
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
さ
ら
に
行

っ
て
い
た
だ
き
、
生
産
者
の
支
援
・
指
導

と
地
域
農
業
の
将
来
を
考
え
る
地
域
計
画

の
進
捗
を
継
続
的
に
お
願
い
す
る
。

　
　

令
和
５
年
度
企
画
展
に
つ
い
て
は
、

諏
訪
市
出
身
の
作
家　

源
馬
菜
穂
さ
ん
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
親
子
で
の
体

験
が
行
わ
れ
て
い
た
。次
年
度
の
作
家
と

の
企
画
、小
冊
子
の
作
成
は
。

　
　

令
和
６
年
度
も
企
画
展
で
は
「and 

A
gain 2

」と
し
て
、こ
れ
ま
で
に
学
校
連

携
展
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
作
家
の
皆

さ
ん
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。学

校
連
携
展
や
企
画
展
の
実
践
記
録
な
ど

は
、
新
た
に
作
家
を
目
指
す
学
生
な
ど
を

後
押
し
す
る
上

で
も
有
効
な
手

段
で
あ
る
。こ

う
し
た
認
識
の

も
と
、
実
践
記

録
な
ど
の
小
冊

子
の
作
成
に
つ

い
て
は
、
今
後

掲
載
内
容
や
発

信
方
法
を
含
め

検
討
し
て
い

く
。

問答

答 駅
周
辺
整
備

農
林
業

芸
　
術

要
望

要
望

問答

答

上
諏
訪
駅
周
辺
の
一

体
的
整
備
に
向
け
た

市
長
の
思
い
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
計
画
的
に
着
実
に

進
め
る

問答

有
機
農
業
推
進
に
向

け
た
取
組
は

「
長
野
県
有
機
農
業

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
に
加
入
し
情
報

収
集

問答

問

令
和
６
年
度
の
企
画

展
は

継
続
実
施

問答

企画展「and Again」
げ
ん  

ま

問
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代表質問

小泉 正幸

市
民
第
一

　　
　
支
援
活
動
で
気
づ
い
た
点
、今
後
の

展
開
に
生
か
す
こ
と
は
。

　
　
支
援
の
際
に
は
、
備
蓄
品(

物)

の

適
正
管
理
や
輸
送
車
両
の
手
配
、必
要
な

ス
タ
ッ
フ(

人
材)

の
確
保
、
通
行
可
能

な
道
路
や
現
地
の
被
災
状
況
（
情
報
）
な

ど
の
情
報
収
集
と
い
っ
た
「
物
・
人
材
・

情
報
」の
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
と
再
認

識
し
た
。

　
　
逆
に
支
援
を
受
け
入
れ
る
場
合
は
。

　
　
受
援
計
画
に
基
づ
く
支
援
物
資
の

輸
送
拠
点
や
保
管
場
所
、関
係
機
関
と
連

携
し
た
輸
送
体
制
や
流
通
経
路
の
確
保
、

避
難
所
で
の
配
布
体
制
の
整
備
が
必
要
。

　
　
被
災
時
の
対
応
は
。

　
　
発
災
直
後
は
諏
訪
広
域
消
防
が
最

前
線
で
最
も
効
果
的
な
救
助
・
救
出
活

動
を
行
う
。被
害
が
甚
大
か
つ
広
範
囲
に

わ
た
る
場
合
は
、広
域
消
防
よ
り
緊
急
援

助
隊
の
応
援
要
請
が
発
出
さ
れ
、諏
訪
市

災
害
対
策
本
部
と
し
て
支
援
が
必
要
と

判
断
す
れ
ば
、長
野
県
に
自
衛
隊
の
派
遣

を
要
請
す
る
。

　
　
具
体
的
な
取
組
は
。

　
　
都
市
計
画
課
を
中
心
に
サ
イ
ク
リ

ス
ト
に
必
要
な
ハ
ー
ド
整
備
と
自
転
車

利
用
に
お
け
る
ル
ー
ル
設
定
を
中
心
に

議
論
を
し

て
お
り
、

「
自
転
車
利

用
環
境
ガ

イ
ド
ラ
イ

ン（
案
）」を

策
定
し
公

表
す
る
予

定
。

問答

問問問 答答答
能
登
半
島
地
震

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

一般質問 市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。掲載内容は、主な質問と答弁の要旨
であり、質問者の文責によるものです。※各議員の QR コードから一般質問の動画にリンクできます。

支
援
活
動
に
お
い
て

気
づ
い
た
点
は

「
物
・
人
材
・
情
報
」

の
視
点
が
必
要

問答

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
の
活
用
は

２
市
１
町
の
「
諏
訪

湖
周
自
転
車
活
用
推

進
協
議
会
」
に
よ
り

議
論
す
る

問答

　　
　
市
民
の
命
や
経
済
を
守
る
備
え
に

つ
い
て
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
何
を
学

ん
だ
か
。

　
　
地
震
の
予
知
は
大
変
難
し
く
、
突

如
と
し
て
生
活
に
甚
大
な
被
害
を
与
え

る
こ
と
を
再
認
識
し
て
い
る
。様
々
な

リ
ス
ク
を
想
定
し
、市
民
と
共
に
自
助
・

共
助
・
公
助
を
一
体
的
に
推
し
進
め
、

防
災
・
減
災
施
策
に
取
り
組
む
。

　
　
市
民
の
命
や
経
済
を
守
る
今
後
の

取
組
は
。

　
　
共
助
の
要
と
し
て
自
主
防
災
組
織

に
対
す
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
一
体
的

な
取
組
を
支
援
し
、
地
域
防
災
力
の
向

上
を
図
る
。

　
　
新
し
い
健
康
教
育
の
取
組
は
。

　
　
蓼
科
保
養
学
園
が
閉
園
し
、
特
別

展「
蓼
科
保
養
学
園
・
メ
モ
リ
ア
ル
」や

小
松
郁
俊
医
師
の
講
演
が
催
さ
れ
、
記

念
誌
に
つ
い
て
は
最
終
校
正
を
し
て
い

る
。学
園
の
歴
史
や
価
値
、
功
績
、
学
識

者
の
意
見
等
を
整
理
し
、
い
よ
い
よ「
蓼

科
イ
ズ
ム
」を
継
承
す
る「
新
し
い
健
康

教
育
」
の
具
体
的
な
手
順
や
方
策
等
を

検
討
す
る
段
階
へ
と
移
り
、「
新
健
康
教

育
研
究
部
会
」
を
設
置
し
て
協
議
を
は

じ
め
る
。学
園

は
医
療
、
教

育
、福
祉
の
深

い
連
携
が
強

み
で
あ
り
、そ

れ
ぞ
れ
の
分

野
か
ら
メ
ン

バ
ー
を
選
出

し
て
新
し
い

健
康
教
育
へ

と
展
開
を
図

る
。

牛山　 正

問答

問答問答 防
　
災

教
　
育

運動能力向上とバランス感覚を養う「竹馬」

能
登
半
島
地
震
か
ら

得
た
教
訓
は

市
民
と
共
に
防
災
・
減

災
施
策
に
取
り
組
む

問答

蓼
科
イ
ズ
ム
の
継
承
は

新
健
康
教
育
研
究
部

会
を
設
置
し
協
議

問答

諏訪湖畔のサイクリングロード
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特
殊
詐
欺
の
特
徴
や
傾
向
は
。

　
　

昨
今
の
特
徴
と
し
て
は
SNS
上
の
広
告

に
表
示
さ
れ
た
連
絡
先
へ
、
被
害
者
が
連

絡
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。老
後
に
備
え
て
退
職
金
を

運
用
す
る
た
め
投
資
に
興
味
を
持
つ
シ
ニ

ア
層
を
中
心
と
し
た
相
談
が
多
く
、
暗
号

資
産
に
関
し
て
は
若
者
世
代
か
ら
の
相
談

が
増
加
す
る
な
ど
、
被
害
者
は
高
齢
者
だ

け
で
は
な
い
。

　
　

被
害
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、
啓
発

活
動
は
。

　
　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
特
殊

詐
欺
等
の
手
口
を
知
り
、
犯
人
の
話
に
違

和
感
を
覚
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

る
。消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
、
情
報

提
供
や
注
意
喚
起
等
、
被
害
防
止
に
向
け

て
継
続
的
な
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
。

　
　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
状
況
と
PR
は
。

　
　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
は
建
物
自
体
の
耐

震
改
修
に
比
べ
、
費
用
が
安
価
な
ケ
ー
ス

が
多
く
、
生
命
を
守
る
必
要
最
小
限
の
対

策
と
し
て
有
効
と
考
え
る
。多
く
の
時
間

を
過
ご
す
１
階
の
居
間
や
寝
室
に
シ
ェ
ル

タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
は
人
的
被
害
の
軽

減
に
寄
与
す
る
た
め
、
耐
震
改
修
の
手
法

の
一
つ
と
し
て
、
よ
り
具
体
的
か
つ
わ
か

り
や
す
い
PR
の
方
法
を
研
究
し
実
施
す

る
。

藤森 靖明

問答問答

問答 く
ら
し
の
安
全

防
災
・
減
災

木
造
住
宅
耐
震
改
修

補
助
事
業
補
助
金
制

度
の
状
況
と
PR
は

活
用
は
な
い
が
PR
を

研
究
し
実
施

問答

特
殊
詐
欺
の
特
徴
・

傾
向
は

若
者
の
相
談
増
加
、

被
害
者
は
高
齢
者
だ

け
で
は
な
い

問答

特殊詐欺の啓発ポスター

　　
　

各
自
治
体
の
業
務
に
お
い
て
生
成
AI

の
活
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。市
で
は
積
極

的
に
活
用
を
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
。

　
　

生
成
AI
は
業
務
改
革
に
有
望
な
ツ
ー

ル
と
認
識
し
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
移
行
す

る
中
で「
活
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
」と
考
え

る
。た
だ
し
、活
用
の
難
し
さ
や
業
務
効
率

の
定
量
的
測
定
が
難
し
い
こ
と
が
課
題
で

あ
る
。リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
、予
算
化
や
費

用
対
効
果
の
検
証
も
必
要
で
あ
る
。活
用

し
て
い
く
前
提
で
、
情
報
収
集
・
研
究
を

続
け
て
い
く
。全
庁
で
の
利
用
を
目
指
し

て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
見

直
し
、検
証
に
努
め
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　

広
瀬
橋
か
ら
白
狐
島
に
至
る
ま
で
、

実
生
木
が
育
ち
、
土
砂
の
堆
積
も
心
配
さ

れ
る
。ま
た
多
く
の
ヨ
シ
が
茂
っ
て
い
る

が
、今
後
の
取
組
は
。

　
　

上
川
右
岸
の
車
橋
付
近
に
あ
る
ガ
ス

タ
ン
ク
周
辺
の
実
生
木
は
、
令
和
６
年
度

当
初
に
伐
採
を
予
定
し
て
い
る
。一
方
、繁

茂
し
た
ヨ
シ
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
配
備

す
る
草
刈
機
械
を
用
い
て
次
年
度
か
ら
定

期
的
な
対
応
を
予
定
し
て
お
り
、
草
刈
り

後
に
河
道
状
況
を
確
認
の
う
え
、
堆
積
土

砂
除
去
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、

下
流
の
中
門

川
、角
間
川
、島

崎
川
合
流
点
の

三
又
周
辺
は
、

令
和
５
年
度
に

引
き
続
き
、
令

和
６
年
度
当
初

で
の
堆
積
土
砂

除
去
を
予
定
し

て
い
る
。

伊藤 浩平

問答

問答 生
成
AI

河
川
整
備

生
成
AI
の
活
用
の
考

え
は

活
用
す
べ
く
研
究
し

て
い
く

問答

中門川河川内の実生木

中
門
川
の
実
生
木
、し
ゅ

ん
せ
つ
等
の
考
え
は

令
和
６
年
度
に
実
施

予
定

問答

み
し
ょ
う
ぼ
く
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相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の

必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
あ
る
と
思

う
が
、
そ
の
手
段
や
民
間
と
の
連
携
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
と
家
庭
の
困
り
ご
と
に
関
す

る
総
合
相
談
窓
口
で
あ
る
「
す
わ
☆
あ
ゆ

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
あ
ゆ
ス
テ
）」
に
は

様
々
な
職
種
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。

例
を
あ
げ
れ
ば
家
庭
相
談
員
、
心
理
担
当

支
援
員
、発
達
支
援
相
談
員
、巡
回
支
援
専

門
員
、
教
育
支
援
指
導
主
事
、
教
育
相
談

員
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、女

性
相
談
員
、母
子
父
子
自
立
支
援
員
、社
会

福
祉
主
事
、保
健
師
が
在
籍
し
て
お
り
、相

談
の
内
容
に
応
じ
た
支
援
を
連
携
し
な
が

ら
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
取
り

巻
く
環
境
が
複
雑
複
合
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
状
況
や
環
境
に
よ
っ
て
は
、
児
童
相

談
所
や
医
療
・
療
育
等
の
関
係
機
関
と
連

携
し
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

つ
な
ぎ
の
役
割
を
担
う
こ
と
も
あ
る
。

　
　
相
談
後
の
支
援
体
制
は
。

　
　
多
職
種
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し

て
支
援
体
制
を
と
り
解
決
に
至
る
ま
で
の

一
定
期
間
、
あ
ゆ
ス
テ
が
支
援
の
窓
口
に

な
っ
て
い
る
が
、
外
部
の
専
門
機
関
に
つ

な
ぐ
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
は
、つ
な
ぎ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、

支
援
者
の
ひ
と
り
と
し
て
見
守
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

藤森 綾子

問答 子
育
て
支
援

市
役
所
４
階　

す
わ
☆
あ
ゆ
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

諏
訪
市
の
相
談
体
制

に
つ
い
て

総
合
相
談
窓
口
は

「
す
わ
☆
あ
ゆ
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」

問答

問答

一般質問

　　
　
県
の
認
証
に
関
ら
ず
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
へ
の
出
席
扱
い
は
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
の
っ
と
る
の
か
。

　
　
当
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
満
た
し
た

場
合
出
席
扱
い
と
な
る
。

　
　
不
登
校
支
援
の
情
報
提
供
を
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
等
で
示
せ
な
い
か
。

　
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
の
作
成
は
早
急
に

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
対
面
が
難
し
い
子
た
ち
に
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
積
極
的
に
提
供
を
し
て
ほ
し
い

が
、市
の
考
え
は
。

　
　
教
室
以
外
へ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
。学
習
の
機
会

を
保
障
し
て
い
く
。

　
　
学
習
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
趣

旨
は
。

　
　
児
童
生
徒
や
保
護
者
と
の
丁
寧
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
根
底

と
し
て
お
り
、課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、児

童
生
徒
の
自
己
肯
定
感
の
高
ま
り
等
に
つ

な
が
る
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
　
義
務
教
育
後
、
高
校
卒
業
後
も
引
き

続
き
自
立
ま
で
の
支
援
が
必
要
で
あ
る

が
、
し
っ
か
り
と
し
た
継
続
支
援
が
で
き

て
い
る
の
か
。

　
　
中
学
校
卒
業
前
に
将
来
の
進
路
が
不

安
定
な
生
徒
に
つ
い
て
は
、
あ
ゆ
ス
テ
に

つ
な
げ
る
よ
う
各
学
校
に
働
き
か
け
て
い

る
。中
学
や
高
校
卒
業
後
に
つ
い
て
は
、多

様
な
学
び
や
職
業
訓
練
な
ど
に
つ
な
げ
る

た
め
、
相
談
で
き
る
窓
口
や
社
会
的
自
立

を
支
援
す
る
た
め
の
受
け
皿
が
必
要
と
な

る
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
当
市
と
し
て

も
大
き
な
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

高木 智子

子
ど
も
支
援

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用

補
助
創
設
の
想
い
は

「
君
た
ち
は
今
か
け

が
え
の
な
い
学
び
を

し
て
い
る
よ
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ

問答

すべての子どもに学びの保障を

問答問問 答答

問問 答答
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諏
訪
市
は
自
衛
官
募
集
の
た
め
に
名

簿
を
提
供
し
て
い
る
が
、「
個
人
情
報
に
関

す
る
法
律
に
つ
い
て
の
事
務
対
応
ガ
イ

ド
」
の
「
該
当
し
得
る
法
令
の
例
」
の
中
に

は
自
衛
隊
法
施
行
令
第
120
条
は
挙
げ
て
い

な
い
。過
去
の
国
側
の
答
弁
で
は
、「
依
頼

を
い
た
し
て
も
、
応
え
る
義
務
は
必
ず
し

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」と
な
っ
て
い
る
。ま
た

提
供
を
や
め
た
ケ
ー
ス
や
、
希
望
し
な
い

人
に
つ
い
て
、
提
供
を
拒
否
で
き
る
除
外

申
請
を
可
能
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。市
の
考
え
方
は
。

　
　

自
衛
隊
か
ら
の
案
内
は
職
業
や
活
動

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

何
ら
か
の
義
務
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
。

当
市
で
は
名
簿
の
提
供
に
関
し
て
除
外
と

い
っ
た
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

保
育
園
が
遠
く
な
り
安
全
面
に
不
安

を
感
じ
る
が
。

　
　

近
年
で
は
自
動
車
で
の
送
迎
が
多
く

な
っ
て
い
る
。地
域
と
も
連
携
し
て
安
全

対
策
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

保
育
環
境
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
る

子
ど
も
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
。

　
　

で
き
る
だ
け
早
め
に
周
知
を
行
い
、

不
安
の
払
拭
に

努
め
る
。

　
　
　

民
営
化

や
規
制
緩
和
に

よ
る
事
故
な
ど

も
問
題
化
し
て

い
る
。公
的
責

任
を
後
退
さ
せ

る
こ
と
の
な
い

よ
う
求
め
る
。

井上　 登

自
衛
隊
募
集

個
人
情
報
提
供
は
住

民
基
本
台
帳
法
違
反

で
は

個
人
情
報
保
護
法
に

基
づ
い
て
い
る

問答

保
　
育公

立
保
育
園
の
再
編

に
よ
り
地
域
と
の
密

着
性
が
薄
れ
る
が

「
適
正
配
置
」
と
し
て

小
学
校
区
を
検
討

問答
問答問答

問答

要
望

角間川保育園

　　
　

道
路
の
除
雪
と
凍
結
防
止
剤
の
散
布

の
判
断
は
。

　
　

平
坦
地
の
除
雪
は
国
道
、
県
道
を
つ

な
ぐ
除
雪
主
要
路
線
に
お
い
て
、
市
職
員

の
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、気
象
情
報
、高
速
道

路
・
国
道
・
県
道
の
通
行
規
制
状
況
に
よ

り
判
断
を
し
て
出
動
指
示
を
行
っ
て
い

る
。凍
結
防
止
剤
は
、委
託
業
者
が
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
、気
象
情
報
、路
面
状
況
な

ど
か
ら
凍
結
が
予
想
さ
れ
た
場
合
に
散
布

す
る
。

　
　

凸
凹
、
た
わ
み
、
轍
状
の
凹
み
、
ひ
び

割
れ
な
ど
は
早
く
補
修
す
る
べ
き
で
は
。

　
　

市
道
は
、
主
要
道
路
を
中
心
に
２
か

月
ご
と
に
職
員
に
よ
る
定
期
点
検
を
行

い
、
車
道
や
歩
道
の
凸
凹
や
破
損
箇
所
を

発
見
・
修
繕
し
、
安
全
確
保
に
努
め
て
い

る
。

　
　

国
道
20
号
諏
訪
バ
イ
パ
ス（
国
道
BP
）

工
事
に
よ
る
影
響
が
疑
わ
れ
る
事
態
が
発

生
し
た
時
は
。

　
　

長
野
国
道
事
務
所
に
よ
る
と
、
施
工

で
水
枯
渇
等
の
恐
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
周
辺
地
域
に
お
い
て
地
下
水
等
の
調

査
等
を
行
う
と
の
こ
と
。

　
　

上
川
通
勤
バ
イ
パ
ス（
通
勤
BP
）は
国

道
BP
の
開
通
で
廃
止
さ
れ
る
と
の
話
が
あ

る
が
。

　
　

上
川
河
川
敷
の
通
勤
BP
は
、
通
勤
時

に
お
け
る
市
内
交
通
の
渋
滞
緩
和
を
目
的

と
し
て
設
置
さ
れ
た
。河
川
区
域
内
で
あ

る
こ
と
か
ら
、国
道
BP
及
び
、諏
訪
IC
付
近

か
ら
諏
訪
湖
へ
抜
け
る
都
市
計
画
道
路
が

整
備
さ
れ
、
渋
滞
等
が
緩
和
さ
れ
る
ま
で

の
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、
河
川
法
に
よ

り
許
可
を
さ
れ
、
６
ヵ
月
ご
と
の
占
用
更

新
を
行
っ
て
い
る
。国
道
BP
の
整
備
後
、直

ち
に
通
勤
BP
の
利
用
が
難
し
く
な
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

大津　 学

問問 答答

道
　
路国

道
BP
開
通
で
通
勤

BP
は

直
ち
に
利
用
が
難
し

い
と
の
認
識
は
な
い

問答

日陰の残雪と割れた舗装

問問 答答

わ
だ
ち
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一般質問
　　

　

全
国
の
学
校
の
構
内
に
お
い
て
、
心

停
止
に
な
っ
た
高
校
生
へ
の
使
用
率
の
男

女
比
は
、30
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
出
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
倒
れ
た
人
が
女
性
の

場
合
、
素
肌
を
出
し
て
A
E
D
を
使
う
こ

と
に
一
定
の
抵
抗
感
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
推
察
さ
れ
る
。女
性
へ
の
使
用
率
を

高
め
る
た
め
、
三
角
巾
や
処
置
シ
ー
ト
の

設
置
は
い
か
が
か
。

　
　

三
角
巾

の
設
置
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
だ
け

で
な
く
、
止
血

や
固
定
な
ど

の
応
急
手
当
に
も
幅
広
く
活
用
で
き
る
。

費
用
面
で
も
安
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
有
効

的
な
方
策
で
あ
り
、
救
命
の
観
点
か
ら
も

重
要
と
考
え
る
。既
存
予
算
に
て
、会
計
課

で
一
括
購
入
す
べ
く
早
急
に
進
め
、
今
年

度
中
に
導
入
す
る
。

　
　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ(
ジ
ャ
ク
サ) 

の
衛
星「
だ

い
ち
２
号
」
が
地
表
に
向
け
て
放
射
し
た

電
磁
波
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
、
人
工

知
能
で
解
析
し
、漏
水
調
査
に
活
用
す
る
。

今
ま
で
半
径
数
キ
ロ
の
範
囲
を
人
海
戦
術

で
探
し
て
い
た
が
、
衛
星
を
使
う
と
半
径

100
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
絞
り
込
め
る
。こ

の
方
法
の
導
入
は
い
か
が
か
。

　
　

先
進
的
な
取
組
で
あ
り
、
費
用
対
効

果
も
期
待
で
き
る
も
の
だ
が
、
課
題
も
あ

る
。県
内
で
も
導
入
し
て
い
る
市
町
村
も

あ
る
の
で
、
機
会
を
捉
え
状
況
を
伺
う
な

ど
引
き
続
き
研
究
を
進
め
て
い
く
。

小山 博子

問答 Ａ
Ｅ
ＤＡ

Ｅ
Ｄ
に
処
置
シ
ー

ト
等
の
設
置
は

今
年
度
中
に
早
急
に

導
入
す
る

問答

漏
水
調
査

人
工
衛
星
を
用
い
た

漏
水
調
査
の
活
用
は

引
き
続
き
研
究
を
進

め
る

問答
問答

　　
　

能
登
半
島
地
震
の
災
害
廃
棄
物
処
理

支
援
で
羽
咋
市
に
環
境
課
長
が
派
遣
さ
れ

た
が
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
の
か
。

　
　

羽
咋
市
運
動
公
園
駐
車
場
に
設
置
さ

れ
た
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
の
運
営
に
従

事
。被
災
者
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
災
害
廃

棄
物
の
荷
下
ろ
し
補
助
、
場
内
の
誘
導
が

主
な
業
務
。地
震
災
害
の
た
め
、倒
壊
し
た

家
屋
の
瓦
や
木
く
ず
・
ガ
ラ
ス
く
ず
の
ほ

か
塀
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
持
ち
込
み
が
多
か
っ

た
。

　
　

災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
で
の
派
遣
は

初
め
て
か
。

　
　

初
め
て
で
あ
る
。

　
　

学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
か
。

　
　

仮
置
場
の
設

置
は
被
災
自
治
体

の
中
で
最
も
早

く
、
場
所
の
選
定

か
ら
場
内
の
動
線

等
、
平
時
か
ら
準

備
が
な
さ
れ
て
い

た
印
象
を
受
け

た
。廃
棄
物
分
類

の
た
め
の
場
内
レ

イ
ア
ウ
ト
は
よ
く

練
ら
れ
て
お
り
、

地
元
の
請
負
業
者

が
適
切
に
統
率
し

運
営
し
て
い
た
。参
考
に
し
た
い
。

　
　

諏
訪
市
地
域
防
災
計
画
に
は
細
か
い

部
分
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
。

　
　

廃
棄
物
の
仮
置
場
の
選
定
、
ご
み
の

出
し
方
等
細
部
に
わ
た
り
検
討
し
て
あ

る
。令
和
６
年
度
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
や「
環
境
ニ
ュ
ー
ス
す
わ
」最
新
号
に

仮
置
き
場
の
配
置
図
や
災
害
ゴ
ミ
の
出
し

い
方
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
　

災
害
時
に
廃
棄
物
処
理
業
者
と
協
定

を
結
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

令
和
２
年
に
大
栄
環
境
㈱
、
令
和
５

年
に
㈱
信
州
タ
ケ
エ
イ
と
親
会
社
T
R
E

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
と
締
結
し
て
い

る
。災
害
廃
棄
物
処
理
の
協
力
を
要
請
す

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

岩波 万佐巳

災
害
ご
み

廃
棄
物
業
者
と
の
協
定

は
結
ん
で
い
る
の
か

２
業
者
と
締
結
し
て

い
る

問答

羽咋市の仮置き場の様子　写真提供：環境課

問問問 答答

答

問問 答答

は
く
い
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森山 博美

657,100円

約177,100円

約480,000円

746,000円

約216,000円

約530,000円

901,000円

約281,000円

約620,000円

市長常勤特別職

手取額

給料月額（条例で規定）

控除額（扶養控除無いものとした時）
（社会保険料・住民税・所得税等）

副市長 教育長

約16,500円 約26,260円 約7,920円 約255,610円約42,700円349,000円

報酬月額 手取金額国民健康保険料 国民年金 住民税 所得税

4年
約1,820万円

約1,250万円

4年
約1,050万円

約820万円

3年
約560万円

約470万円

市長常勤特別職

支払日 任期満了日翌日

退職金額
任期

手取退職金額

副市長 教育長

（分離課税控除後）
（住民税・所得税）控除後

常勤特別職の退職金　「諏訪市退職の職員の退職に手当に関する条例」で規定常勤特別職の月給

市議会議員（他に収入がない、扶養家族がない場合）

救命救急センター入り口

　　
　
「
入
館
者
数
500
万
人
達
成
」に
つ
い
て

は
。

　
　

平
成
17
年
４
月
オ
ー
プ
ン
以
来
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
令
和
５
年
12
月
に
入
館
者
500
万
人
を

達
成
し
た
。本
市
に
お
け
る
健
康
増
進
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
「
す
わ
っ
こ
ラ
ン

ド
」が
、市
民
の
皆
さ
ま
に
こ
れ
か
ら
も
長

く
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
施
設
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
　

経
営
上
の
所
見
は
。

　
　

設
備
の
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
施
設
全
体
の
中
規
模
改
修
を
行

う
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
新
年
度
当
初
予

算
案
に
は
そ
の
た
め
の
点
検
、
調
査
経
費

330
万
円
を
計
上
し
た
。今
後
、改
修
の
具
体

的
な
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

119
番
に
依
頼
す
る
と
き
の
マ
ナ
ー
、

注
意
事
項
は
。　

　
　

緊
急
を
要
し
、
慌
て
て
い
る
状
況
だ

が
、
ま
ず
は
電
話
に
て
局
番
な
し
の
119
番

を
間
違
え
ず
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
。電

話
口
で
指
令
員
が
処
置
の
指
導
を
行
う
の

で
、落
ち
着
い
て
指
示
に
従
っ
て
ほ
し
い
。

脳
疾
患（
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出

血
等
）
や
心

疾
患
は
、
突

然
起
こ
り
得

る
症
状
で
あ

り
、
少
し
で

も
早
い
医
療

介
入
は
社
会

復
帰
の
可
能

性
が
高
い
。

近藤 一美

公
共
施
設

す
わ
っ
こ
ラ
ン
ド
500

万
人
達
成
の
想
い
は

こ
れ
か
ら
も
健
康
増
進

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

問答

　　
　

　
　

常
勤
特
別
職
の
給
料
月
額
・
社
会
保

険
料
・
所
得
税
・
住
民
税
控
除
後
の
手
取

り
は
い
く
ら
か
。
退
職
金
の
金
額
や
支
払

い
期
日
は
い
つ
か
。
ち
な
み
に
市
議
会
議

員
の
報
酬
月
額
・
国
民
健
康
保
険
料
・
国

民
年
金
・
住
民
税
・
所
得
税
・
手
取
り
金

額
は
表
の
と
お
り
。

　
　

常
勤
特
別
職
の
給
料
月
額
等
や
退
職

金
額
等
は
下
記
の
表
の
と
お
り
。
市
長
退

職
金
は
約
1,800
万
円
、
約
35
年
の
在
職
期
間

正
規
職
員
の
退
職
金
と
同
等
な
金
額
を
４

年
間
の
任
期
で
受
け
取
る
。

給
料
等諏

訪
市
常
勤
特
別
職

の
給
料
と
退
職
金
は

「
諏
訪
市
常
勤
特
別

職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
」
に
お

い
て
規
定

問答

救
急
車救

急
車
を
呼
ぶ
と
き

の
注
意
点
は

特
に
脳
疾
患
、心
疾
患

は
119
番
通
報
を
早
く

問答

問問 答答

問答

問答
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《全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧》

《全会一致で可決等された議案等》

区分

1議案 令和６年度諏訪市一般会計予算

件　　　　　名 議決結果
番  

号

井

上
　
登

伊
藤
浩
平

牛

山

正

小
山
博
子

大

津

学

高
木
智
子

小
泉
正
幸

牛
山
実
弦

吉
澤
美
樹
郎

岩
波
万
佐
巳

藤
森
綾
子

藤
森
靖
明

森
山
博
美

近
藤
一
美

×

○○○
×

○○○○○○○欠

×

可決

賛成…○　反対…×　欠…欠席　なお、議長（横山 真）は、採決には加わりません。

第 1 号
第 1 号
第 2 号
第 1 号
第 2 号
第 3 号
第 4 号
第 5 号
第 6 号
第 7 号
第 8 号
第 9 号
第10号
第11号
第12号
第13号
第14号
第15号
第16号
第17号
第18号
第19号
第20号
第21号
第22号
第23号
第24号
第25号
第26号
第27号
第28号
第 8 号
第 1 号

報　　告
同　　意

諮　　問
議　　案

陳　　情
議員議案

■
■

■
■

■
■

専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
固定資産評価審査委員会委員の選任について
農業委員会委員の任命について
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるについて
令和６年度諏訪市国民健康保険特別会計予算
令和６年度諏訪市霧ヶ峰リフト事業特別会計予算
令和６年度諏訪市公設地方卸売市場事業特別会計予算
令和６年度諏訪市駐車場事業特別会計予算
令和６年度諏訪市後期高齢者医療特別会計予算
令和６年度諏訪市水道事業会計予算
令和６年度諏訪市温泉事業会計予算
令和６年度諏訪市下水道事業会計予算
諏訪市手数料徴収条例の一部改正について
令和５年度諏訪市一般会計補正予算（第９号）
諏訪市犯罪被害者等支援条例を定めるについて
諏訪市工場立地法準則条例を定めるについて
諏訪市監査委員条例及び諏訪市公営企業の設置等に関する条例の一部改正について
諏訪市新型コロナウイルス感染症対策利子補給基金条例を廃止するについて
諏訪市証紙条例及び諏訪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について
諏訪市体育施設条例の一部改正について
諏訪市奨学金条例の一部改正について
諏訪市蓼科保養学園条例を廃止する等について
諏訪市道路占用等に関する条例の一部改正について
諏訪市営住宅等に関する条例の一部改正について
諏訪市水道事業給水条例の一部改正について
諏訪広域連合規約の一部変更について
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
令和５年度諏訪市一般会計補正予算（第１０号）
諏訪市手数料徴収条例の一部改正について
令和５年度諏訪市一般会計補正予算（第１１号）
国に対し、「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書」の提出を求める陳情
意見書の提出について（刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書）

令和６年第１回（３月）定例会　審議結果

議

モ
どうすれば市民に手に取って読んで
もらえるか、特に若い世代が目を通し
たくなる編集が肝であると思います。

ご意見ありがとうございます。表紙
を変えていくことからチャレンジ
していきます。

議

モ
１６Ｐに記載の「議会に参加しましょう」の時刻が書かれ
ていないので、スケジュールが立てにくいです。「予定開
催日時」として予定の時間を載せてはいかがでしょうか。

ご意見ありがとうございます。第 96 号
から時間も入れるよう工夫します。

議会だより95号のアンケート結果



議会だより モニター通信
第２回 議会だよりモニター連絡会議開催！

　令和６年２月２日、諏訪市役所大会議室において第２回議会だよりモニター連絡会議が開催さ
れました。意見交換会のテーマとして①今までの議会だよりの感想②今後の議会だよりモニター
の在り方について御意見をいただきました。

今後、いただいたご意見を参考にし、さっそく第９６号より一部取り入れていきたいと思います。

・手に取りやすく、インパクトのあるもの
・若い人たちの目を引くようなもの
・子どもたちが書いた絵を表紙にしたらどうか

すわ市議会だより  R6.5.115

多くの市民に読んでも
らうにはどうすればよ
いか、真剣に取り組んで
おられる編集委員の皆
さん、ありがとうござい
ます。

他市町村や他県の議会
だよりも拝見させてい
ただくことができてよ
かったです。

作成にこれほどまでの
情熱と工夫をこらして
おられることに感動し
ました。

自分では気づかないこ
とも、周りの話を聞きな
るほどと思うこともあ
り、刺激になりました。

他のモニターのみなさま
の意見が聞けて、議会だ
よりを拝読するのがより
楽しみになりました。

市政のことをよく知らな
いと痛感します。議会だ
よりを多くの市民に読ん
でほしいです。

今後の議会だよりにも
益々期待し、楽しみにし
ています。

皆さんがとても真摯に考
えていましたので、私に
とっても有意義な時間を
過ごさせていただきまし
た。

表紙について

・クイズやアンケートをつけたらどうか
・ＱＲコードで回答できるようになると若い世代が対応しやすい
・若い世代のモニターも良いのではないか

今後の議会だよりモニターの在り方

・小学生でもわかるようなわかりやすさ
・字ばかりは読みにくいので空欄をつくる
・箇条書きやざっくり書いた方がわかりやすい
・モニターがきっかけで読むようになった

全体について



お問い合わせ：諏訪市議会事務局　〒392-8511　長野県諏訪市高島 1-22-30
　　　　　　　TEL /FAX 0266-53-0261（直通）　mail:suwashigikai@city.suwa.lg.jp
発行 / 諏訪市議会　編集 / 議会だより編集委員会　ホームページ：www.city.suwa.lg.jp
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厳
し
い
寒
さ
の
中
で
発
生
し
た

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
深
い
哀
悼
の
意

を
捧
げ
、
被
災
者
の
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

は
、
13
年
を
迎
え
復
興
は
前
を
向
い

て
進
ん
で
お
り
ま
す
。

私
た
ち
議
員
も
地
域
の
皆
様
と

防
災
意
識
を
高
め
、
地
域
社
会
の
中

で
協
力
し
あ
い
な
が
ら
助
け
合
う

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
強

く
な
り
ま
す
。

改
選
後
１
年
を
迎
え
る
わ
け
で

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
声
を
拝

聴
し
て
市
政
に
生
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。

今
後
と
も
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　

 

編
集
委
員　

牛
山　

実
弦

編
集
委
員
よ
り
ひ
と
こ
と

諏訪市公式 LINEで議会だよりを配信しています！
諏訪市公式ＬＩＮＥにて議会だよりを配信しています。
諏訪市ＬＩＮＥ公式アカウント「友だち登録方法」：右記ＱＲコードを読み込むか、
ＬＩＮＥアプリ内で「諏訪市」または「＠suwacity」と検索してください！

友だち登録は
こちらから！

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

井　

上　
　
　

登

森　

山　

博　

美

藤　

森　

綾　

子

牛　

山　

実　

弦

大　

津　
　
　

学

小　

山　

博　

子

諏訪市議会では、皆さんの傍聴をお待ちして
います。予約は不要です。ご希望の方は、諏訪
市役所・議会棟2階の議会事務局窓口まで直接
お越しください。託児サービスは傍聴希望日の
5日前までにお申し込みください。

本会議の様子は、LCVの「かりんちゃんね
る」（111ch）で生中継しています。
また代表・一般質問の映像は定例会終了後に
YouTubeにて公開しています。各議員のQRコー
ドを読み込むと、動画一覧ページに移動しますの
で、ぜひご覧ください。また、本会議の会議録
は、図書館、市役所ロビー、ホームページ、議会
事務局で閲覧することができます。

議会に対して陳情書等を提出することがで
きます。ご意見や要望がある方は、議会に文書
でご提出ください。
○締切りは５月 21 日（火）正午までです。
○提出方法など、詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

議会を傍聴しましょう！

議会をテレビ・パソコンで見てみましょう！

請願・陳情を出しましょう！

６月定例会は、５月29日（水）招集予定です。

各議員の質問内容について、一覧を議会招集日を目安にホーム
ページに掲載させていただきますので、ご確認ください。

議会に参加しましょう

６月定例会日程（10：00～予定）
月　日 会　　議

提案説明、議案質疑、付託
代表・一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告、採決

５月２９日（水）
６月　４日（火）
６月　５日（水）
６月　６日（木）
６月１４日（金）

詳しい日程は、招集日のおよそ２日前に決定する
予定です。

■活動内容
年４回の議会だよりについてのアンケート調査に回答する
年２回の議会だよりモニター連絡会議に出席　など
■任　　期
　委嘱状を交付された日から１年間
■対　　象
満１８歳以上の諏訪市民の方（市の職員は除く）

■募集定員
　１５人以内（応募多数の場合は抽選となります）
■申し込み方法
５月２４日（金曜日・必着）までに、申込書（議会
事務局にて入手または諏訪市 HP よりダウン
ロード）に必要事項をご記入のうえ、直接または
郵便、FAX、メールにて議会事務局までご提出く
ださい。電子申請からもお申込みいただけます。

第８期 議会だよりモニターを募集します
〜皆様のご意見をお聞かせください〜

お申し込みはこちら
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